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【報道関係各位】 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三谷産業株式会社（本社：石川県金沢市／代表取締役社長：三谷 忠照、以下 三谷産業）は、開発を
進めていた新規インテリアブランド「Tesera®」の受注を開始することをお知らせします。 

 
Tesera®は用途・空間に応じて拡張縮小を可能にする柔軟性を実現したモジュラーファニチャー※1 で

す。Tesera®はこれまで、インテリアデザインや建築設計に携わるお客さまの声を取り入れながら開発
を進め、2021 年 11 月にはグッドデザイン賞※2 を受賞しました。そしてこのたび、ショールームをグラ
ンドオープンし、オフィスプランニング会社、建築・設計事務所、インテリアコーディネーター等を始
めとした企業を対象に、「Tesera Tokyo Collection」を 2022年 1月 14日（金）から開催します。 

 
 
会期／2022 年 1 月 14 日（金）～3 月 31 日（木） 
営業時間／10:00 ～ 19:00  定休日／土・日・祝日 ※要予約 
会場／Tesera ショールーム（東京都千代田区西神田 3‐8‐1 千代田ファーストビル東館 1 階） 

来場予約／03-3514-6081 ※会期中は法人対象 担当／倉澤、栁下（やぎした）、本家（もといえ） 

2022 年 1 月 13 日 
三谷産業株式会社 

Tesera 事業準備室 
 

サステナブルモジュラーファニチャー「Tesera®」の受注開始 
～1月 14日から Tesera Tokyo Collectionを開催～ 
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「Tesera®」の特徴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
働く場と暮らす場の境界がボーダレスとなった現代のあらゆる空間と調和し、新しい価値を生み続

けるサステナブルなモジュラーファニチャー「Tesera®」の始まりに、ぜひご期待ください。 
 
 

Tesera 代表（デザイナー） 
内田 武彦 TAKEHIKO UCHIDA 
東京造形大学を卒業後、大手家具メーカーや住宅設備商社にて、パブリッ
クスペース向けインテリアプロダクトや、ハイグレードマンション向けシ
ステム収納・システムキッチンなどの開発・デザインを数多く手掛ける。
2015 年より M.F.S.（Multi Frame System）として家具製品の開発におけ
るシステム化・モジュール化を進め、2019 年に Tesera®を発表。  

Flexibility 
～用途に合わせ自在に変化～ 
 
モジュールを組み合わせるこ
とで、デスクやシェルフなど
多種多様な家具に組み替える
ことができます。使わない時
は分解すれば省スペースで保
管することができます。 

Sustainability 
～持続的に使える設計～ 

 
主要部材に再生可能なアルミ
ニウム素材を採用していま
す。パーツの一部に傷がつい
たとしても交換することが可
能で、持続的に美しく使い続
けることができます。 

Minimal Design 
～調和するデザイン～ 

 
曲線を組み合わせたディテー
ルを持つシャープでミニマル
なデザインは、オフィスから
ホームまでボーダレスに調和
し、空間を美しく調律します。 
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ショールーム概要 

東京都千代田区西神田 3-8-1 千代田ファーストビル東館 1 階（神保町駅 A2 出口から徒歩 5 分） 
電話番号／03-3514-6081 営業時間／10:00 ～ 19:00 定休日／土・日・祝日  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜補足情報＞ 

（※1）モジュラーファニチャーについて 
さまざまな長さのフレームを組み合わせ、板材や引き出しなどを組み込み、シェルフやデスク、リビン
グテーブルなど多種多様な形状を作ることができる家具の総称です。 

（※2）2021年度グッドデザイン賞を受賞 
拡張も縮小も自由に行えるフレキシブルさと、使い続けて傷んだ部分を差し替えることで永続的に使
用できるサステナブルさが評価され、2021 年度グッドデザイン賞を受賞しました。 
審査員コメント 
シンプルでフレキシブルなモジュール家具。安定した人気を保持するグリット形状のシステム
ファニチャーである。テーブル、シェルフ、収納を中心にオフィス・暮らしどちらにも柔軟に
拡張対応することが可能な機能と意匠性を備え、移動や組み替えなど自由度が高く、長く使用
し続けることが可能である。主体構造はアルミニウムで、フレームに複数の曲線を組み合わせ
て繊細な表現を特徴としている。フレームの納まりは特に美しく、強い拘りが感じられた。 
引用元：https://www.g-mark.org/award/describe/52217 

 

＜お問い合わせ先＞  
本プレスリリース・Tesera Tokyo Collection・製品情報について 
Tesera ショール―ム 担当：横溝、倉澤、栁下（やぎした）、本家（もといえ） 
TEL：03-3514-6081  MAIL：contact@tesera.jp     公式 Web サイト： https://tesera.jp/ 

https://www.g-mark.org/award/describe/52217
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